
1/12

 DIEMMEのメンブランプレスは「Velvet」(閉鎖型）と「Tecnova」（開放型）の2種類
 両シリーズとも「15」（15HL）から始まって、「T75」（750HL）の超大型まで、各30種以上のモデル
 DIEMME（イタリア）は、 Bucher Vaslin（フランス）とならぶ、ワイン醸造機械の世界トップブランド
 ルーツ機械研究所・きた産業はDIEMMEの日本のエージェントとして20年の経験と実績

DIEMMEの「メンブランプレス」 2020.06 ed.9.0

34HLのモデル2種、閉鎖型「Velvet XZ34」（左）と、開放型「Tecnova XZ34」 ）（右）

DIEMME

Diemme membrane press ed.9.0 200625/tk

（参考）超大型の事例
閉鎖型「Velvet T75」 (750HL)

閉鎖型の最小機種
「Velvet XZ15」 (15HL)
全長は3.7mとコンパクト
（イラストの人の身長=約175cm）
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DIEMMEのプレス：日本に好適なモデル

 日本で実績の多い、15、23、34モデルの主要諸元
 「Velvet XZ」は扉開閉が手動、「Velvet」は扉開閉がニューマティック

Diemme membrane press ed.9.0 200625/tk
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DIEMMEのプレス：日本での実績
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メンブランプレスのポイント：
「低い圧力」で搾ること
「早く」「効率よく」搾る(スリット、プログラム、他）
耐久性（10年を考える）
少量でも（容積の10％以下でも）搾れるか？
酸化防止
洗浄性
日本の葡萄への対応

開放型（上）と、閉鎖型（下。チャンネル取り外しボル
トに手を伸ばしているところ）。ともに15hlでDIEMME。

t.kita

t.kita開放か閉鎖か？：
開放のメリット：すばやい搾汁と洗浄のしやすさ。フランス
では相変わらず人気が高い。搾りにくい（viniferaでない）ブ
ドウが中心の場合は開放型が有利か。
閉鎖のメリット：酸化防止。スキンコンタクトなどの醸造テ
クニックが可能。ニューワールドでは閉鎖型が主流。ただし、
閉鎖型といっても完全な密閉系ではないし、ジュースパンに
落ちるところで空気と触れる→最近は、完全密閉のイナー
トガスタイプも(後述）。洗浄の手間が開放に比べてかかる
が、閉鎖型の場合中に洗剤を入れてまわすことができる。

「メンブランプレス」の選択のポイント

Diemme membrane press ed.9.0 200625/tk
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開放型の身上は素早い搾汁。小型
の場合、開放型もいい。
写真はDIEMME の15ヘクトリットル開
放型（山形、Sワイナリー）。
スリット面積とスリットの加工精度がポ
イント。

開放型について

Kita Sangyo

Diemme membrane press ed.9.0 200625/tk
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「メンブランプレス」の選択のポイント



t.kita

閉鎖型のデジューシング・チャンネル
の構造：三角、四角、チューブ
型、、、と様々。

Bucher vs DIEMMEのデジューシングスリットの
面積比較図面。100cm2/m vs 108cm2/m。

閉鎖型について

DIEMME の34ヘクトリットル閉鎖型（Gワイ
ナリー）と、15ヘクトリットル閉鎖型（Sワイナ
リー）。20ヘクトリットル以上は閉鎖を推奨。

t.kita

t.w.

Bucher vs DIEMME：ナパのレイモンズ（2009年までキリン傘下）では、
「DIEMME3台＋Bucher1台」。トスカナのバンフィでは、 「DIEMME4
～5台＋Bucher1台」。DIEMMEの信頼度の高さを物語る。

Bucher catalogue

Bucherの「3角チャンネル」「3Dエレ
メント」「ドレイネージループ」

DIEMMEの
「薄型ドレーンチャンネル」

Diemme membrane press ed.9.0 200625/tk
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「メンブランプレス」の選択のポイント



Willmesのセンター・チューブ型チャンネル。
ドレーン有効面積は少ないが、嫌気的搾汁可能。

t.kita

各社の構造

Willmes catalog

WillmesのFrexidrain。
ドレーン面積拡大とより嫌気的な構造。

2019年から、DIEMMEでもセンター・チューブが選択可能。

pictures by tk / 
SIMEI 2019

Diemme membrane press ed.9.0 200625/tk
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「メンブランプレス」の選択のポイント



DIEMME：最新トピックス

pictures by tk / 
SIMEI 2019

pictures by tk / 
SIMEI 2019

DIEMME

DIEMME

トピックス
→「センター・チューブ」
ドレーンが選択可能

トピックス
→日本語が選択可能

トピックス
→Velvet XZ15～34でも、
簡易酸化防止が選択可能
（アクシャルフィード）

Diemme membrane press ed.9.0 200625/tk
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←ステップ1：不活性ガス注入
プレス内が空の状態で不活性ガス（N2ではなくCO2
ガス推奨）を充満させる。紫色のバルブは閉。赤丸
印のバルブからガスを注入。（青がCO2ガス）

ステップ2：CO2ガス環境でブドウ充填→
アクシャルフィードでブドウを充填。同時にガスも注入（
青いバルブ）。ドアからのブドウ投入も可能。この段階
で「ジュースマニフォールド」が連結されており、フリーラ

ンジュースが「不活性ガスジュースタンク」に。

←ステップ3：CO2下のマセレーション
CO2ガス環境下でジュースとスキンのマセレーション。す

べてのバルブは閉。ジュースマニフォールドも離した状
態。不活性ガスジュースタンク内のフリーランはこの間
に区分しておくのもよい。

ステップ4： CO2下のプレス→
メンブランを膨らませて、ごく弱い圧力でジュースを
搾る。ジュースマニフォールドから不活性ガスジュー

スタンクに導かれる。紫色のバルブは閉。

DIEMME：「不活性ガス」システム（第2世代）

Diemme membrane press ed.9.0 200625/tk
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←ステップ5：N2ガスでメンブラン収縮
メンブランを収縮させるときには、赤マル
のアクシャル部（または・かつ洗浄用の
「パルスジェットバルブ」）から窒素ガスを
投入して不活性環境を保つ。

ステップ6：ほぐし工程→
メンブランが収縮しきったところで、タンクを回転さ
せてブドウのスキンをほぐす。すべてのバルブは閉
鎖。ブドウ側は炭酸と窒素の混合ガス状態。

←ステップ7：最終の搾り
最後は不活性ガスを使わずに搾る。強めの圧力で
搾った品質の劣る最後のジュースは不活性ガス
ジュースタンクでなく、標準の解放式ジュースパンに
受ける。不活性ガスの節約になる。

DIEMME：「不活性ガス」システム（第2世代）

Diemme membrane press ed.9.0 200625/tk
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t.kita

Ch. d‘Astros (2012 、南フランス、プロヴァンス)
 不活性ガス環境はもっぱら「白」の技術ではあるが、ここで

は「ロゼ」への利用事例を紹介。
 ダストロスには2011年導入のDIEMMEの不可性ガスシス

テムのヴェルベット80が2台。「ブーハーと比較したが、バ
ルーンのサニタリー性が？で、ディエメに。ディエメが10％程
安かったこともあるが。」「2011年はディエメの不活性ガス

システムで仕込んだ初めての年だが、すべてのロゼがゴー
ルドを取った。いままでも一部はゴールドだったが、すべて
取れたのは画期的、酸素遮断のお蔭。特に、ロゼの色の
コントロールが良かった。」

 ブーハーとディエメの差額で、窒素ガス発生装置と70HLリ
ザーバ―タンクを導入した由。

t. kita

t. kita

DIEMME：「不活性ガス」システム（第2世代）
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（参考情報） 2019年のDIEMME訪問の記録

 DIEMMEは、 Bucher Vaslinとならぶ、ワイン醸造機械の世界トップブランド
 ルーツ機械研究所・きた産業はDIEMMEと20年のパートナーシップ

(end of paper 200625-26/tk)
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